
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

構

造

等

変

更

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

海

岸

保

全

区

域

の

指

定

水

産

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

土

地

改

良

事

業

施

行

認

可

申

請

の

縦

覧

耕

地

課

○

落

札

者

等

の

決

定

用

度

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

パ
ン
パ
シ
フ

ク
・
カ

パ
株
式
会
社

ィ
ッ

ッ
ー

住
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
１
番
２
号

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

西
山

佳
宏

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
パ
ン
パ
シ
フ

ク
・
カ

パ
株
式
会
社
日
比
製
煉
所

ィ
ッ

ッ
ー

所
在
地

玉
野
市
日
比
六
丁
目
１
番
１
号
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

74
種 類 特定事業場から排出さ 同左

れる水の処理施設

一次中和工程1,500㎥

能 力 1,500㎥／日
／日，二次中和工程
2,900㎥／日，三次中
和工程2,900㎥／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 既設

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 既設

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 1,158 1,704 2,024 2,879
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6

同左
最大の値並びに
当該汚水等の通

 ＢＯＤ（mg／�） 10 20

常の量及び最大
の量

ＣＯＤ（㎎／�） 20 40 13 30

Ｓ Ｓ（㎎／�） 10 15 13 25

油 分（㎎／�） - - 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／�） 10 20 5 10

Ｔ－Ｐ（㎎／�） 0.1 1.0
同左

大腸菌群数（個／㎤） - -

Ｃ ｕ（mg／�   ） 0.01 0.4 0.01 0.3

Ｐ ｂ（mg／�   ） 0.03 0.05 0.03 0.04

Ｚ ｎ（mg／�  ） 0.01 0.03 0.01 0.02

Ｃ ｄ（mg／�  ） 0.01 0.03 0.01 0.02

Ａ ｓ（㎎／�） 0.2 0.45 0.15 0.30

Ｆ ｅ（㎎／�） 1 5 同左

Ｍ ｎ（㎎／�） <1 5 1 5

Ｓ ｅ（㎎／�） 0.01 0.1 0.01 0.05

フッ素（㎎／�） 30 60 17 33

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 １（排水処理工場）

種 類 排水処理工程
同左レンガモルタル，ライニング，鉄筋コンクリー

構 造
ト，鉄，ステンレス，ポリプロピレン

主 要 寸 法 215ｍ×140ｍ×20ｍ

一次中和工程1,500㎥／日 二次中和工程2,900
能 力 1,500㎥／日

，
㎥／日，三次中和工程2,900㎥／日

処 理 の 方 法 中和＋凝集沈殿 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 既設

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 既設

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
区 分当該特定施設か

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大ら排出される汚
水等の汚染状態 水 量（㎥／日） 924 1,479 1,158 1,704 1,424 2,179 2,024 2,879
の通常の値及び
最大の値並びに 同左当該汚水等の通

ｐ Ｈ 0.5～2.5 0.5～2.5 5.8～8.6 5.8～8.6

常の量及び最大
 ＢＯＤ（mg／ ） 15 25 10 20

の量

�

 ＣＯＤ（mg／ ） 130 500 20 40 84 324 13 30�

 Ｓ Ｓ（mg／ ） 30 90 10 15 54 124 13 25�

  油 分（mg／ ） - - - - 同左�

  Ｔ－Ｎ（mg／ ） 15 25 10 20 10 20 5 10�

  Ｔ－Ｐ（mg／ ） 10 100 0.1 1.0 5 10 0.1 1.0�

大腸菌群数（個／㎤） - - - - 同左

  Ｃ ｕ（mg／ ） 90 450 0.01 0.4 53 291 0.01 0.3�

  Ｐ ｂ（mg／ ） 30 90 0.03 0.05 17 60 0.03 0.04�

 Ｚ ｎ（mg／ ） 180 650 0.01 0.03 104 433 0.01 0.02�

 Ｃ ｄ（mg／ ） 6 45 0.01 0.03 3 28 0.01 0.02�

Ａ ｓ（㎎／ ） 850 1,800 0.2 0.45 523 1,150 0.15 0.30�

Ｆ ｅ（㎎／ ） 10 50 1 5 5 10 1 5�

Ｍ ｎ（㎎／ ） 5 25 <1 5 6 10 1 5�

Ｓ ｅ（㎎／ ） 3 10 0.01 0.1 1 10 0.01 0.05�

フッ素（㎎／ ） 2,000 4,000 30 60 1,300 2,700 17 33�
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ｎｏ.１～８雨水排水口

新 設
区 分

通 常 最 大

水 量（㎥／日） 0 0

ｐ Ｈ - -

 ＢＯＤ（mg／ ） - -�

 ＣＯＤ（mg／ ） - -�

 Ｓ Ｓ（mg／ ） - -�

 油 分（mg／ ） - -�

  Ｔ－Ｎ（mg／ ） - -�

  Ｔ－Ｐ（mg／ ） - -�

大腸菌群数（個／㎤） - -

  Ｃ ｕ（mg／ ） - -�

  Ｐ ｂ（mg／ ） - -�

  Ｚ ｎ（mg／ ） - -�

  Ｃ ｄ（mg／ ） - -�

  Ａ ｓ（mg／ ） - -�

  Ｆ ｅ（mg／ ） - -�

  Ｍ ｎ（mg／ ） - -�

  フッ素（mg／ ） - -�

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 平成28年８月26日から同年９月16日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う

）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

。

指
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

エ
チ
ル
＝
二

［
一

（
四

フ
ル
オ
ロ
ベ
ン
ジ
ル
）

一
Ｈ

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル

三

カ
ル

－
－

－
－

－
－

－

ボ
キ
サ
ミ
ド
］

三

メ
チ
ル
ブ
タ
ノ
ア
ー
ト
（
通
称
名
Ｅ
Ｍ
Ｂ

Ｆ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
及
び

－
－

－

そ
の
塩
類

２

Ｎ

（
一

ア
ミ
ノ

一

オ
キ
ソ

三

フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン

二

イ
ル
）

一

（
シ

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
メ
チ
ル
）

一
Ｈ

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル

三

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
（
通
称
名
Ａ
Ｐ
Ｐ

－
－

－
－

Ｃ
Ｈ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｘ

三
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

－
－

－
－

－
－

－

３

三

メ
ト
キ
シ

二

（
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）

一

（
四

メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ
ン

一

オ
ン
（
通
称
名
Ｍ
ｅ
ｘ
ｅ
ｄ
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ
、
四

Ｍ
Ｍ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

－

二

指
定
の
理
由

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
定
期
検
査

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
非
自
動
は
か
り
（
計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百

二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

井
原
市

岡
山
西
農
業
協
同
組
合
美
星
支
店

平
成
二
十
八
年

一
〇:

〇
〇
～

十
月

三
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

西
部
い
こ
い
の
里

〃

四
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

岡
山
西
農
業
協
同
組
合
井
原
北
支
店

〃

〃

一
三:

三
〇
～

青
野
店
舗

一
五:

三
〇

井
原
市
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〃

五
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

岡
山
西
農
業
協
同
組
合
井
原
東
支
店

〃

六
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:
〇
〇
～

一
五:

〇
〇

井
原
市
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〃

七
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:
〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
一
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
二
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
三
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号

岸
法

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

海
岸
保
全
区
域
を
次

（
）

海

、

の
と
お
り
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
及
び
笠
岡
市
建
設
産
業
部
建
設
企
画
課
に
お
い
て

、

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

海
岸

名
区

域

岡
山
県
岡
山
沿
岸

基
点
１
か
ら
基
点
1
4
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
，
基
点
1
4
と
補
助
点
５
を
結

真
鍋
島
漁
港
海
岸

ん
だ
線
，
補
助
点
５
か
ら
補
助
点
１
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
補
助
点
１

岩
坪
地
区

と
基
点
１
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

（
延
長
4
7
1
ｍ
方

基
点
１

四
等
三
角
点
宮
の
端
（
北
緯
34°
21′
39″
．
9624，

東
経
133°

位
真
北
）

3
5
′
1
7
″
．
5
2
8
4
）
か
ら
2
7
5
°
1
0
′
の
方
向
へ
距
離
6
3
0
.
1
ｍ
の

点

基
点
２

基
点
１
か
ら

9
0
°
0
0
′
の
方
向
へ
距
離

3
3
.
7
ｍ
の
点

基
点
３

基
点
２
か
ら

3
6
0
°
0
0
′
の
方
向
へ
距
離

7
.
4
ｍ
の
点

基
点
４

基
点
３
か
ら

9
0
°
0
0
′
の
方
向
へ
距
離

1
0
0
.
1
ｍ
の
点

基
点
５

基
点
４
か
ら

5
4
°
3
3
′
の
方
向
へ
距
離

1
9
.
5
ｍ
の
点

基
点
６

基
点
５
か
ら

1
3
6
°
4
3
′
の
方
向
へ
距
離

3
.
4
ｍ
の
点

基
点
７

基
点
６
か
ら

1
9
3
°
4
9
′
の
方
向
へ
距
離

1
1
.
3
ｍ
の
点

基
点
８

基
点
７
か
ら

1
8
4
°
2
6
′
の
方
向
へ
距
離

3
.
4
ｍ
の
点

基
点
９

基
点
８
か
ら

1
5
6
°
3
8
′
の
方
向
へ
距
離

1
7
.
6
ｍ
の
点

基
点
1
0
基
点
９
か
ら

8
8
°
4
0
′
の
方
向
へ
距
離

4
9
.
3
ｍ
の
点

基
点
1
1
基
点
1
0
か
ら

8
5
°
4
4
′
の
方
向
へ
距
離

4
7
.
5
ｍ
の
点

基
点
1
2
基
点
1
1
か
ら

6
9
°
3
8
′
の
方
向
へ
距
離

1
7
.
2
ｍ
の
点

基
点
1
3
基
点
1
2
か
ら

3
7
°
3
8
′
の
方
向
へ
距
離

3
6
.
8
ｍ
の
点

基
点
1
4
基
点
1
3
か
ら

4
0
°
0
9
′
の
方
向
へ
距
離

2
4
.
7
ｍ
の
点

補
助
点
１

基
点
１
か
ら

3
6
0
°
0
0
′
の
方
向
へ
距
離

3
6
.
3
ｍ
の
点
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補
助
点
２

基
点
６
か
ら

3
5
°
4
8
′
の
方
向
へ
距
離

2
4
.
7
ｍ
の
点

補
助
点
３

基
点
９
か
ら

2
3
°
4
6
′
の
方
向
へ
距
離

2
5
.
9
ｍ
の
点

補
助
点
４

基
点
1
2
か
ら

3
2
7
°
1
7
′
の
方
向
へ
距
離

1
5
.
4
ｍ
の
点

補
助
点
５

基
点
1
4
か
ら

3
0
5
°
3
5
′
の
方
向
へ
距
離

1
7
.
9
ｍ
の
点
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

工
門
勝
央
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新

三
五
・
〇

津
山
市
原
字
中
二
六
九
番
一
地
先
か
ら

一
三
・
〇
～

津
山
市
原
字
中
三
一
七
番
一
地
先
ま
で

一
五
・
〇

旧

三
五
・
〇

津
山
市
原
字
中
二
六
九
番
一
地
先
か
ら

一
三
・
〇
～

津
山
市
原
字
中
三
一
七
番
一
地
先
ま
で

一
五
・
五
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

阿
口
上
線

真
庭
市
阿
口
字
高
下
道
ノ
上
四
二
六
七
番
地
先
か
ら

平
成
二
十
八

真
庭
市
阿
口
字
乢
四
三
七
一
番
一
地
先
ま
で

年
八
月
二
十

六
日
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〔
三
六
八
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
者

児
島
湾
土
地
改
良
区

二

地
区
名

西
七
区
４
号
（
小
規
模
土
地
改
良
（
か
ん
が
い
排
水
）
事
業
）

東
畦

樋
門
（
非
補
助
土
地
改
良
（
か
ん
が
い
排
水
）
事
業
）

18

錦
東
上
樋
門
（

〃

）

錦
中
川
樋
門
（

〃

）

錦
六
区
悪
水
縦
５
樋
門
（

〃

）

錦
六
区
横
６
樋
門
（

〃

）

鞆
津
川
丘
二
北
高
低
樋
門
（

〃

）

西
七
区
支
線

号
（

〃

）

102

西
七
区
支
線

号
（

〃

）

116

北
七
区
支
線

号
（

〃

）

66

北
七
区

条
２
（

〃

）

12

宗
津
川
沖
１
西
樋
門
（

〃

）

常
川
西
樋
門
（

〃

）

三

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
区
定
款

事
業
計
画
書

四

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
九
月
十
六
日
ま
で

五

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部

平成２８年８月２６日　岡山県公報　第１１８１６号



〔
三
六
九
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

ノ
ー
ト
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

五
四
七
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
出
納
局
用
度
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ラ
イ
ン
ズ
オ
カ
ヤ
マ

備
前
市
伊
部
一
七
二
二
番
地
の
一

五

落
札
金
額

、

、

（

、

、

）

四
四

九
六
八

六
五
一
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三

三
三
一

〇
一
一
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

入
札
公
告
日

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

さ
わ

け
ん
と
温
か
い
ま
ち
を
作
る
会

澤

健

澤

陽

子

赤
磐
市
桜
が
丘
東
四

四

二
四
二

平
成
二
八
・

七
・

八

－
－

多
賀
の
ぶ
よ
し
後
援
会

佐

能

直

樹

大

月

章

広

井
原
市
木
之
子
町
一
七
〇

二

〃

〃

－

細
羽
敏
彦
後
援
会

井

本

一

雄

山

成

教

道

井
原
市
芳
井
町
簗
瀬
六
四
五

〃

七
・
二
〇
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
支
部
連

河

原

重

義

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

久
米
郡
久
米
南
町
下
弓
削
五
四
三－

一

久
米
郡
久
米
南
町
神
目
中
四
七
七

平
成
二
八
・

七
・

一

合
会
久
米
南
支
部

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

河

原

重

義

片

山

篤

〃

〃

自
由
民
主
党
岡
山
県
石
油
販

延

嘉
一
郎

〃

延

嘉
一
郎

延

四

郎

〃

七
・

六

売
業
支
部

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

川

上

佳

郎

山

田

久

司

〃

〃

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

岡
山
県
石
油
政
治
連
盟

延

嘉
一
郎

代
表
者
の
氏
名

延

嘉
一
郎

延

四

郎

平
成
二
八
・

七
・

六

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

横

山

圭

介

山

田

久

司

〃

〃

小
林
一
郎
後
援
会

戸

取

正

憲

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
二
日
市
二
七
六－

四

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
江
尻
一
一
四
七－

七

〃

七
・

一

三
木
亮
治
後
援
会

藤

村

一

成

〃

岡
山
市
中
区
藤
原
西
町
一－

二－

五－

一

岡
山
市
中
区
西
川
原
一－

一
四－

二
八

〃

四
・

一

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

藤

村

一

成

田

上

金

次

〃

〃
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

河
島
建
一
後
援
会

宮

本

俊

一

平
成
二
八
・

七
・
二
五
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）
の
氏
名

澤

健

赤
磐
市
議
会
議
員

さ
わ

け
ん
と
温
か
い
ま
ち
を
作
る

赤
磐
市
桜
が
丘
東
四

四

二
四
二

平
成
二
八
・

七
・

七

－
－

会
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